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あらまし：本研究では，学習の継続に効果的であるという「学習者間相互交流の仕組み」の効果（澤山・

寺澤，2014）について，スマートフォンを媒体とした３度目の追試を行った．大学生 47名が，仕組みが

稼働する条件（ソーシャル条件）と，稼働しない条件（単独条件）に無作為に割り当てられ，１ヶ月間教

員採用試験に関する学習を行った．結果，ソーシャル条件では単独条件よりも，学習期間の後半で学習に

とりかかる者がより多く，学習者間相互交流の仕組みの学習の継続に対する効果が再現された． 
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1. はじめに 

ビッグデータの利活用の観点から注目を浴びてい

るｅラーニングは，その単調性等から学習が継続さ

れにくいことが，古くからの課題となっている(1)．

この学習の継続性の問題に対し，澤山・寺澤では，

ツイート機能等から構成される学習者間相互交流の

仕組みを開発し，これを稼働させる条件では，稼働

させない条件と比較して，一ヶ月にわたり学習が継

続されやすくなることが示された(2)．一方，この実

験結果については，単に「継続」といっても，とり

かかりはじめた学習を何分間休みなく続けられるか

というような「学習内次元の継続」と，一旦終えた

学習を次の日もまた次の日も再開するというような

「学習間次元の継続」とでは，学習者に要求される

能力は，一部異なると考えられることが指摘され，

これを区別した分析が加えられた(3)．具体的には，

観測値（ここでは，ｅラーニングでの設問閲覧等の

学習行動）について，0 になるか 1 以上になるかを

左右する要因と（学習間次元の継続に対応），1以上

の場合の量を規定する要因（学習内次元の継続に対

応）を区別して分析するハードルモデル(4)が適用さ

れた．その結果，学習者間相互交流の仕組みは，こ

のいずれにも効果をもつことが報告された． 

 

2. 本研究の目的 

ただし，これらの研究で用いられたのは， PC ブ

ラウザを媒体としたｅラーニングであった．したが

って，近年普及がすすんでいるスマートフォンにお

いて同様の効果が認められるか否かは不明である点

が課題として挙げられる．PCブラウザとスマートフ

ォンの違いによる影響を検討した研究として，例え

ば，Mavletovaは，インターネット上で行われるオン

ライン調査の回答のされ方を指標とした実験を行っ

た結果，スマートフォンを用いた場合には，PCブラ

ウザを用いた場合よりも最後まで回答を完了しない

離脱者が増加することや，自由記述の入力文字数が

短くなる等の回答の質が低下することを報告してい

る(5)．また，Wellsらは，スマートフォンで回答の質

の低下が生じる理由として，スマートフォンはマル

チタスク環境化で用いられやすく，注意が阻害され

やすいことを指摘している(6)．とくに回答者自身の

スマートフォンを用いる場合には，日常的に使用す

る他のアプリケーションから通知が届くために，そ

の傾向はより顕著に現れると推察される． 

したがって，スマートフォン用の eラーニングで

は，文字を入力することによる学習者同士のコミュ

ニケーションに困難が生じたり，学習の中断率が高

くなったりする可能性が懸念される．そこで，スマ

ートフォンを媒体とする場合には，ドロップアウト

の防止策について改めて検討を進める必要がある．

本研究では，スマートフォンを媒体とした場合の，

学習者間相互交流の仕組みによる学習継続の効果に

ついて検討する．すなわち，スマートフォンを媒体

として澤山・寺澤(2)の追試を行う．その際，ハード

ルモデルを用いて学習間次元と学習内次元の継続に

ついても区別し，検討を行う． 
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3. 方法 

教員採用試験対策ができるスマートフォンアプリ

のテストモニターを募集していることを大学の講義

等でアナウンスした結果，計 47名の参加希望者が集

った．参加者は，学習者間相互交流の仕組みを稼働

させる「ソーシャル条件」と（n=29），稼働させな

い「単独条件」（n=18）に無作為に振り分けられ，

2016年７月４日から１ヶ月間，自由にｅラーニング

を利用した．度数に差がみられるのは，ソーシャル

条件のネットワークサイズを先行研究と揃えるため

である． 

学習コンテンツや学習データフィードバック機能

等の基幹システムは，澤山・寺澤で開発されたシス

テムを流用し，本研究ではレイアウトのみをスマー

トフォン端末向けに再構成した．ソーシャル条件で

の実際の学習画面例を図１に示す．ソーシャル学習

条件では，次の３つのソーシャル要素が提供された．

①オンライン人数表示機能：現在，何名のユーザが

オンラインであるかが，当該ユーザのハンドルネー

ムと共に画面上部に常時表示された．②ツイート機

能：短文を自由に投稿することのできるツイート機

能が提供された．ツイート画面へは，画面右上に常

時表示される＋ボタンを押すことでアクセスするこ

とができた．③プロフィール機能：学習者は，オン

ライン人数表示機能やツイート機能で表示されるハ

ンドルネームや，アイコン画像等のプロフィールを

自由に設定できた．単独学習条件では，これらの機

能は提供されなかった． 

 

4. 結果と考察 

利用期間の一週間目に一度もアクセスがない者に

ついては，学習条件の操作が十分に成立していない

と判断し，以降の分析対象から除外した．結果，ソ

ーシャル条件 28名，単独条件 16名が分析対象とな

った．澤山・寺澤と同様の手続きにより参加者の設

問閲覧回数を１日単位で集計し，この値について，

学習条件（ソーシャル条件と単独条件の２水準），経

過日数，およびその交互作用項を説明変数としたハ

ードルモデルによる分析を行った．参加者内でのデ

ータの対応はクラスタ標準誤差(7)により考慮した． 

結果，設問閲覧回数が 0から 1以上になる要因と

しては，学習条件，経過日数，交互作用すべての効

果が認められた（順に，t＝－2.04, p＝.041; t＝－10.87, 

p<.001; t＝－10.87, p<.001）．すなわち，日数の経過

に応じて，設問閲覧を行いにくくなるものの，ソー

シャル条件ではこれが比較的抑制されていた．一方，

設問閲覧回数が 1以上になった場合の量についての

要因としては，いずれの効果も認められなかった．

これは，スマートフォンを媒体とした場合には，ソ

ーシャル機能は，とくに学習のとりかかりに効果を

もつことを示している．学習のとりかかりに困難を

有する学習者は決して少なくないため，この効果を

さらに高める機能の検証が今後の課題である． 

 

 
図 1 ソーシャル条件での学習画面例 
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